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竹内好江さん講話 ～親子関係をよくするコミュニケーション～ 

「良好な親子関係を築くためには、親業が有効である。」 

例えば、こんな時、親としてどのように答えるでしょうか？ 

 

状況 学校に志望校を記入して連絡する際にＢ高校にしようかＣ工業高校にしようか迷いました。父

親は絶対Ｂ校がいいというし、母親も「Ｂ校の方がいいわ」と言います。先生も「君ならＢ校は大丈

夫だ」と言っていたので、一応Ｂ校を受検すると決めて学校に連絡しました。Ｂ校と決めてしばらく

したある夜のこと… 

子ども：「ねぇ、高校受検のことだけどさあ、僕Ｂ校やめてＣ校にしようかな…」 

あなた：                             」 

 

〇親子関係をこわす、１２の会話の型に注意しましょう。 

１ 命令「ダメよ!Ｂ校に行きなさい」 

２ 脅迫「Ｃ校に行って将来困るのは自分じゃないの」  

 ３ 説教「悪いことは言わないから、今から迷うのはやめなさい」 

４ 提案「とにかく全力をかけてがんばってごらん。Ｂ校でも大丈夫だから」 

５ 抗議「先生にはもうＢ校って言ったんだもの、今から変えるのは無理よ」 

６ 非難「今頃になってバカなこと言わないでよ。」 

７ 同意「いいよ、Ｃ校でも」 

８ 侮辱「また、いつもの弱気が出てきて、しょうがないわね」 

９ 解釈「成績がちょっと下がったからって、弱気になっているんじゃないの」 

10 同情「お前たちの青春も、受検でかわいそうだね」 

11 尋問「どうして？この間、みんなで話し合って決めたんじゃなかったの？」 

 12 ごまかし「まあ、あんまり考え込まず、おやつでも食べよう」 

ながふじ学府学校保健委員会（２６年度までは

豊田中学校区学校保健委員会）も、1２回目となり

ました。今回は、袋井市親家庭児童相談員 親業

訓練インストラクターの竹内好江さんを講師に招

き、「親子関係をよくするコミュニケーション」につ

いて講話をしていただきました。講話を通して、親

子関係をよくするためのヒントをたくさんいただくこ

とができました。講話内容をまとめましたので、ぜ

ひ御覧ください。 

 

ながふじ学府学校保健委員会 

１ 日時：平成２９年１月１７日（火） 

午後３時～４時３０分 

２ 会場：豊田東交流センター 

３ 参加者：（各学校ＰＴＡ、学校職員） ６７名 

豊田中学校    １９名 

豊田北部小学校 ２４名 

豊田東小学校   ２３名 

その他        １名 



〇子どもの気持ちを聞きましょう。 

☆受動的な聞き方 

・沈黙・・・子どものいうことをただ黙って聞く。 

・あいづち・・・「うん、うん」「そうなの」「なるほど」 

・心の扉を開く・・・「もっと話してみて」「へえー、聞きたいなあ」 

 ☆能動的な聞き方 

・繰り返す・・・「Ｃ校にいきたいのね」 

・言いかえる・・・「Ｂ校と決めたけど、悩んでいるのね」 

・気持ちをくむ・・・「親の言いなりのようで、もやもやするのね」 

〇親子の会話は、「あなたメッセージ」ではなく「わたしメッセージ」を心がけましょう。 

 ・親業での「わたしメッセージ」は、親子間の良好なコミュニケーション作りの基本です。 

 ・「あなた」を主体に声かけするのではなく、「わたし」の気持ちを素直に伝えるメッセージにし 

ていきましょう。 

〇親も子も困っていない平和なときに、「予防や肯定のわたしメッセージ」を子どもにたくさん送っ

ておくとよいでしょう。 

 ・「予防のわたしメッセージ」今問題が起きていなくても、いずれ問題が起きそうなときの予防の

ために。 

 ・「肯定のわたしメッセージ」好き・嬉しい・幸せ・楽しい等の肯定的な言葉を使いましょう。 

〇日頃から子どもが気持ちを表現できるように、子どもの心のコップを上向きにしてあげましょう。 

 

参加者アンケートより 

〇内容について 

・親業について学んでみたいと思いました。（複数） 

・「親も子も困っていない時」は優しく接してほめてあげられるのですが、イライラすると説教した

りしていました。これからはイライラしても気持ちを抑え、話を聞いてあげようと思いました。 

・自分の言葉が、子どもに届く言葉ではなかったことに気づかされました。為になるお話でした。 

・子どもとの会話の仕方や、コミュニケーションの取り方がよくわかりました。 

・子どものサインのとらえ方や、とらえる必要性がわかりました。 

・自分のアンテナを高くして、サインを見逃さないようにしようと思います。 

・よかれと思った言葉でも、子どもに伝わっていなければ意味がないです。子どもの話をしっかり

聞いてコミュニケーションをとっていきたいと思います。 

・とても参考になりました。子どもだけでなく、妻にも実践したいと思います。 

・事例も多くてわかりやすかったです。能動的・肯定的な言葉は、頭でわかっていてもなかなか実

際には使えませんので、日々の意識と訓練が必要だと思いました。 

・子どもへの声かけについて悩んでいた時期だったので、大変参考になりました。 

・とてもよかったです。会話式の方法で客観的に受け取れました。 

〇開催日時について・・・「よい」（70％）、「改善を要する」（30％） 

・「改善を要する」と書かれた方からは、「インフルエンザが流行する時期なので、もっと早い時期

がよいのではないか。」という意見が複数寄せられました。 

〇開催会場について・・・「よい」93％、「改善を要する」7％ 

〇内容について・・・「よい」98％、「改善を要する」2％ 

※アンケート結果は、来年度の運営の参考にさせていただきます。ありがとうございました。 


